
新潟県木質バイオマスセミナーの概要

日 時：平成１９年１０月３日（水）

場 所：南魚沼市民会館 多目的ホール

新潟県南魚沼市六日町865番地
主 催：北陸農政局

共 催：関東森林管理局、新潟県

協 力：社団法人 日本有機資源協会

参加者：１４７人

（県・市町村、森林組合、民間企業等）

10 月 3 日（水）、新潟県の南魚沼市民会館
多目的ホールにおいて、「新潟県木質バイオマ

スセミナー」を開催しました。
木質バイオマスの有効活用は、平成 18 年 3

月閣議決定された「新たなバイオマス・ニッ

ポン総合戦略」において未利用バイオマスの

活用の推進等が重要な取組として掲げられ、
また、間伐等の推進を通じて我が国の森林づ

くり寄与するとともに森林吸収源対策として

も有効な取組となっています。このため、今

回、新潟県内において、地域の実情に即した

木質バイオマス利活用システムを構築してい
るバイオマスタウン構想や同構想に基づく先進事例等最新の情報を提供す

ることにより、関係者の木質バイオマス利活用に対する取組意欲の向上を

期待して開催しました。

プログラム

【開会挨拶】（黒木 北陸農政局長）

【挨 拶】（井口 南魚沼市長）

【政府の取組について】

①バイオマス・ニッポン総合戦略等について

（大臣官房環境バイオマス政策課 坂本 企画官）
②木質バイオマス利活用推進対策について

（林野庁林政部木材利用課 山口 課長補佐）

【木質バイオマス利活用推進等の取組事例】

①バイオマスタウン構想(木質バイオマス利活用推進)の紹介
（岐阜県白川町森林組合 玉置 業務課長)

②木質バイオマスの新たな取り組みについて

（佐渡緑のリサイクル協同組合 安藤 営業部長）

【意見交換】
【閉 会】（植木 南魚沼地域振興局農林振興部長）
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【黒木局長の開会あいさつ】

【井口南魚沼市長のあいさつ】

木質ペレット



【取組事例紹介の概要】

木質バイオマスの利活用に精力的に取り組まれている先進事例を紹介

岐阜県白川町 新潟県佐渡市

◆白川町バイオマスタウン構想 ◆佐渡緑のﾘｻｲｸﾙ協同組合のﾁｬﾚﾝｼﾞの歩み

・間伐材利用と間伐促進の「農と林の白川 ・組合設立、諸手続

マイスター事業」 ・地域ﾊﾞｲｵﾏｽ利活用交付金による諸整備

・健全で豊かな森林づくり ◆温泉施設へのチップボイラー導入

プロジェクト ・施設概要、運営状況

◆「森の発電所」 ・今後の展開方向

(木質ﾊﾞｲｵﾏｽ発電) ◆更なる展開

・施設概要 ・地域再生計画の認定及び

・CO2削減等の効果 推進など

・施設整備の課題

【ペレットストーブの展示】

新潟県内のペレットストーブ企業の協力により、木質バイオマスを利用したペレットストーブの燃焼

実演展示を実施

【カート缶の展示及び配布】 【バイオマスプラスチック製品などの展示】

もりかみ協議会の協力により、国産材を３０％

以上使用し、間伐材を積極的に利用する目的で開

発された「カート缶」のお茶を配布するとともに、

パネル展示を実施

間伐材・古々米からできたﾊﾞｲｵﾏｽﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製品

愛・地球博で使用されたﾊﾞｲｵﾏｽﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製品など

白 川 町 森 林 組 合

玉 置 業 務 課 長
佐 渡 緑 の ﾘ ｻｸ ﾙ 協 同 組 合

安 藤 営 業 部 長


